
スケトウダラ太平洋系群 

調査概要 

スケトウダラ太平洋系群は、数年に一度の割合で発生する卓越年級群（特に加入量が多い年の

群）によって資源水準が維持されると考えられています。そのため、卓越年級群の発生機構を明らか

にすることがスケトウダラ太平洋系群の資源変動要因を解明し、的確な資源評価・資源管理方策を

行う上での重要な要素になっています。 

そこで本課題では、通常年と卓越年級群の発生年における稚仔魚期の海流による輸送状況の違

いを検討すると共に、成長差に伴う捕食減耗の違いを基に卓越年級群の発生要因を明らかにし、ス

ケトウダラ太平洋系群の資源変動機構を解明することを目指しています。 

 

 

 

 

  



 

 

  



 

成果概要 

スケトウダラ太平洋系群では、冬季に産卵された卵稚仔魚のうち、噴火湾に春季まで滞留した仔

稚魚が、スケトウダラ太平洋系群の加入に貢献すると考えられています。また、近年の稚魚の成長履

歴と加入量を調べると、春季以降に噴火湾から道東養育場まで回遊する間の成長・生残も、加入量

に影響すると考えられるようになってきました。そこで、稚仔魚の分布特性（沿岸親潮との関連、分布

水深）を明らかにするとともに、噴火湾から道東海域の養育場までの輸送モデルを高度化すること

で、輸送環境が及ぼすスケトウダラ稚魚の成長・生残への影響を明らかにすることを試みています。 

 

 

 

 

  



 

スケトウダラ太平洋系群が被食の割合によって変動し、加入量に大きな変動をもたらすのは当歳

の５月以降～翌春までと考えられます。そこで、道東養育場に着底する以前の遊泳生活期（主に日

高湾内）における被食の影響把握が重要です。これまでの調査結果では、特にソウハチやスケトウダ

ラ（共食い）による影響が大きいことが明らかになってきました。特に、カタクチイワシがいない場合、

これらの魚種によってスケトウダラ幼稚魚が捕食される割合が高く、影響が大きいことが明らかになっ

てきました。今後、捕食者量の変動との関連を把握するとともに、環境変動がトップダウン・コントロー

ルに及ぼす変化を定量化していきます。 

 

 

 


